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今 年度 の展 示 風 景  ホ
ール中央に縄文時代の堅穴住居が復元 され

臨場感をかもしだしている。例年、4・ 5月

には小学生の社会科授業でにぎわう。
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「居
は
気
を
移
す
」

副
王
任
調
査
研
究
員

小

薬
　
一
夫

今
年
度
の
展
示
は
、
「住
ま

い
の
移
り
か
わ

り
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
展
示
場
の
入
回

に
、
縄
文
時
代
の
住
居
を
原
寸
大
で
復
元
し
、

住
居
内
の
様
子
を
再
現
す
る
と
と
も
に
、
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
各
時
代
の
住

居
の
移
り
か
わ
り
を
展
示
し
ま
し
た
。

海
浜
部
と
山
間
部
、
丘
陵
地
と
平
野
部
な
ど

で
住
居
形
態
が
異
な
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
自
然
環
境
や
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た

生
業
活
動
に
、
合
目
的
的
に
造
ら
れ
て
き
た
た

め
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
狩
猟
や
採
集
あ
る
い
は

農
耕
生
活
に
限
ら
ず
、
住
居
に
は
日
常
の
暮
ら

し
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
現
代
の
住
居
と
き
た
ら
、
核
家
族

単
位
で
見
栄
え
優
先
の
画

一
的
な
も
の
、
し
か

も
悲
し
い
か
な
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
支
払
い
に
窮

々
し
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
希
薄
化
と
と
も
に
、
三
世
代
同
居
が

珍
し
く
な

っ
た
昨
今
、
人
間
が
社
会
生
活
を
営

む
本
質
と
し
て
、
伝
統
的
な
住
ま
い
を
見
直
し

た
い
も
の
で
す
。

「よ
り
良
い
住
ま
い
は
、
よ
り
良
い
人
間
を

形
成
す
る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
今
や
失
わ
れ

て
し
ま

っ
た
感
の
あ
る
住
ま
い
の
原
点
と
は
何

か
、
今
回
の
展
示
か
ら
読
み
取

っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
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代
継

・
富
士
見
台
遺
跡
は
、
東
京
都
の

西
部
の
あ
き
る
野
市
で
、
多
摩
川
支
流
の

秋
川
と
平
井
川
に
挟
ま
れ
た
東
西
に
長
い

秋
留
台
地
の
、
南
側
縁
辺
に
あ
り
ま
す
。

付
近
に
は
縄
文
時
代
草
創
期
の
石
槍
が
大

量
出
上
し
た
前
田
耕
地
遺
跡
や
西
秋
留
石

器
時
代
遺
跡

（国
史
跡
）
が
、
反
対
側
の

秋
留
台
地
北
縁
に
は
、
瀬
戸
岡
古
墳
群
と

三
吉
野
遺
跡
群
が
あ
り
ま
す
。

本
遺
跡
は
、
そ
の
三
吉
野
遺
跡
群
と
同

じ
く
、
圏
央
道
の
建
設
に
よ
り
昨
年
四
月

か
ら
発
掘
調
査
し
て
い
る
も
の
で
す
。
調

査
範
囲
は
道
路
幅
が
４０

ｍ
で
、
長
さ
は
秋

川
に
面
す
る
崖
線
か
ら
内
側
６００
ｍ
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。
崖
線
に
沿
っ
て
は
都
道
３

・

３

・
３
号
線
が
建
設
さ
れ
る
た
め
、
あ
き

る
野
市
代
継

・
富
士
見
台
遺
跡
調
査
会
が

別
途
調
査
し
て
お
り
、
本
調
査
と
ト
レ
ン

チ
が
十
字
状
に
直
交
す
る
恰
好
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
立
川
ロ
ー
ム
層
上

部
に
含
ま
れ
る
旧
石
器
時
代
の
遺
物
集
中

地
点
が
２
カ
所
を
は
じ
め
、
縄
文
時
代
早

期
の
炉
穴
、
前
期
末
の
上
器
埋
設
土
坑
、

中
期
中
葉
の
住
居
跡
等
が
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
注
目
す
べ
き
は
、
や
は
り
中
期
中

葉
と
考
え
ら
れ
る
集
石
土
坑
で
、
１５
基
も

検
出
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
西
多
摩
地
域
に

特
有
の
遺
構
で
、
多

い
も
の
で
５
千
～
１

万
点
以
上
の
焼
礫
が
び

っ
し
り
詰
ま

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
遺
構
が
ど
う

い
う
用
途
で

構
築
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
性
格
が
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
古
墳
時
代
前
期
初
頭
の
竪
穴

住
居
跡
が
１８
軒
、
掘
立
柱
建
物
跡
が
５
棟
、

土
坑
が
２６
基
、
用
途
不
明
ピ

ッ
ト
が
多
数

検
出
さ
れ
ま
し
た
。
土
器
の
ほ
か
に
は
金

属
製
品
、
石
製
品
、
土
製
品
が
出
上
し
て

い
ま
す
。
同
時
期
の
遺
構
群
は
都
道
側
で

も
多
数
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
か
な

り
大
規
模
な
古
墳
時
代
の
集
落
だ

っ
た
よ

つヽ
で
オ
／。

近
世
以
降
は
、
都
道
の
調
査
区
東
側
か

ら
竪
穴
状
遺
構
や
石
敷
の
道
路
跡
が
検
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
各
時
代

の
遺
構
の
広
が
り
と
土
地
の
利
用
状
況
を

復
元
す
る
よ
う
、
調
査
に
努
め
て
い
く
用

意
で
い
ま
す
。
　

　

（小
坂
井
　
孝
修
）

ン
ン

ン

ン

ン

平
成
四
年
度
に
始
ま
っ
た
汐
留
遺
跡
の

調
査
も
今
年
度
で
七
年
目
、
こ
の
間
、
当

セ
ン
タ
ー
で
は
東
京
シ
ネ
ビ
デ
オ
株
式
会

社
に
委
託
し
、
発
掘
の
新
々
を
１６
ミ
リ
フ
イ

ル
ム
で
映
像
記
録
し
て
き
ま
し
た
。

蓄
積
さ
れ
た
そ
の
膨
大
な
映
像
を
基
に
、

こ
の
ほ
ど
映
画

「汐
留
遺
跡
―
―
江
戸
大

名
屋
敷
か
ら
文
明
開
化

へ
」
（大
西
竹
二

郎
監
督

・
上
映
時
間
３０
分
）
が
、
当
セ
ン

タ
ー
の
監
修
、
東
京
シ
ネ
ビ
デ
オ
株
式
会

社
の
製
作
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。

映
画
は
、
海
浜
部
埋
め
立
て
の
土
木
技

術
、
生
活
物
資
を
搬
入
す
る
大
規
模
な
石

組
の
船
入
場
、
江
戸
時
代
の
地
震
を
証
明

す
る
液
状
化
現
象
の
痕
跡
、
上
下
水
道
や

大
名
屋
敷
の
ト
イ
レ
事
情
、
大
量
に
出
土

し
た
陶
磁
器
類
や
動
物
の
骨
の
謎
、
そ
し

て
文
明
開
化
へ
の
移
り
変
わ
り
等
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
江
戸
遺
跡
へ
の
一
般
の
方
々

の
関
心
は
、
主
に
遺
跡
見
学
会
や
展
覧
会

を
通
し
て
得
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
こ
の
映
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
い
っ

そ
う
高
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
映
画
は
、
同
時
に
ビ
デ
オ

化
も
さ
れ
て
お
り
、
中
央
図
書
館

・
日
比

谷
図
書
館

・
多
摩
社
会
教
育
会
館
の
フ
ィ

ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
寄
贈
し
て
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

たまのよこやま 43

14区

1997年度調査区

1998年度調査区

1 5 A区

15B区

10B区

10A区

間
剖
博
2C「
二

- 2 -



大江戸掘りもの帖～其十～

文イし財講座■〈33〉
会
津
藩
保
科
家
屋
敷
の
拡
張

汐
留
遺
跡
で
、
保
科
家
屋
敷
の
北
東
側

の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
最

下
層
か
ら
、
竹
を
使

っ
た
土
留
め
施
設

（し
が
ら
み
）
が
、
狭
い
範
囲
で
幾
条
も
見

つ
か
り
、
中
に
は
同
じ
場
所
で
重
な
り
合

う
よ
う
に
作
ら
れ
た
箇
所
も
あ
り
ま
し
た
。

伊
達
家
や
脇
坂
家
の
屋
敷
の
調
査
で
見

つ
か
っ
た
土
留
め
施
設
に
は
、
竹
を
使

っ

た
も
の
の
ほ
か
、
石
を
使

っ
た
も
の

（石

垣

）
、
板
を
使

っ
た
も

の

（板
柵
）、
筵
な
ど
で
土
砂
を

積
み
上
げ
た
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
、
広
い
範
囲
に

整
然
と
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
見
つ
か

っ

た
土
留
め
施
設
は
、
す
べ
て

竹
を
使

っ
た
も
の
で
２
種
類

あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
杭
に

竹
を
絡
ま
せ
る
構
造
で
、
も

う

一
つ
は
、
杭
の
後
ろ
側
に
簾
状
に
竹
を

並
べ
る
構
造
で
し
た
。
さ
ら
に
、
土
留
め

と
土
留
め
の
間
は
、
多
量
の
木
製
品
や
陶

磁
器
を
含
む
ゴ
ミ
層
で
し
た
。

調
査
を
行

っ
た
場
所
は
、
延
宝
四

（１

６
７
６
）
年
に
東
側
の
空
地
火
消
人
足
小

屋
と
し
て
借
用
し
、
そ
の
翌
年
、
屋
敷
地

と
し
て
拝
領
し
た
地
域
の
一
部
に
あ
た
り

ま
す
。
『家
世
費
記
』
の
延
宝
四
年
の
項

に
は
、
「小
屋
地
御
望
之
通
被
成
御
貸
候
、

併
御
拝
領
地
二
無
之
技
、
御
屋
敷
奉
行
衆

へ
も
地
面
相
渡
候
様
二
と
差
図
無
之
候
間
、

土
塁
之
義
石
垣
者
被
成
御
無
用
し
か
ら
ミ

杯

二
而
可
燃
候
…
中
略
…
且
海
手
之
方
空

塵
芥
捨
候
而
、
連
々
埋
候
所
少
々
地
形
不

繕
立
侯
而
者
、
時

二
寄
水

つ
き
小
屋
掛
候

事
難
成
在
之
、
。と

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

要
約
す
る
と
、
火
消
人
足
の
小
屋
と
し

て
借
用
す
る
に
際
し
、
拝
領
地
で
は
な
い

の
で
、
土
留
め
を
石
垣
で
な
く
し
が
ら
み

（竹
）
で
工
事
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。

そ
の
場
所
は
、
庭
芥
が
捨
て
ら
れ
て
段
々

と
埋
ま

っ
て
お
り
、
地
形
が
不
揃
い
で
波

を
被
る
こ
と
も
あ
り
、
工
事
が
難
航
し
た

…
…
と
い
う
も
の
で
す
。

文
献
史
料
と
の
対
照
か
ら
、
ゴ
ミ
層
の

形
成
が
、
延
宝
四
年
以
前
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ゴ
ミ
が
推
積
し

て
で
き
た
こ
の
場
所
は
軟
弱
で
、
土
留
め

工
事
が
難
航
し
、
何
度
か
作
り
直
さ
れ
た

こ
と
が
、
写
真
か
ら
も
窺
え
る
で
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
の
遺
跡
で
は
、
文
献
史
料
と

発
掘
調
査
の
情
報
を
比
較
対
照
す
る
こ
と

で
、
遺
跡
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
例
は
、
ま
さ
に

そ
う
し
た
情
報
が
活
か
さ
れ
た
好
例
と
い

え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（小
林
　
裕
）
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赤
色
顔
料
に
つ
い
て

０

遺
跡
を
調
査
す
る
と
、
時
と

し
て
遺
構
や
遺
物
に
赤

い
物
質

を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
考

え
ら
れ
る
赤

い
物
質
の
母
材
と

し
て
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
酸

化
鉄
、
生
産
地
が
特
定
さ
れ
る

も
の
と
し
て
水
銀
朱
、
鉛
丹
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
酸
化
鉄

と
そ
の
母
材
の
関
係
を
考
え
て

み
ま
す
。

酸
化
鉄
か
ら
生
成
さ
れ
た
赤

色
物
質
は

一
般
的
に
は
ベ
ン
ガ

ラ
と
呼
ば
れ
、
赤
鉄
鉱
に
７００
度

ほ
ど
の
熱
を
加
え
て
精
製
さ
れ

た
も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。

見
城
敏
子
等
の
研
究

（
１
９

８
８
）
に
よ
れ
ば
、
縄
文
時
代

か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
ベ

ン
ガ
ラ
に
、
パ
イ
プ
状
物
質
を

含
む
も
の
と
含
ま
な
い
２
種
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
パ
イ
プ
状
物
質
を
含
ま
な
い

赤
色
物
質
の
母
材
、
精
製
法
は
如
何
な
る

も
の
な
の
か
、
採
取
し
た
試
料
で
実
験
し

陶
　
　
て
み
ま
し
た
。　
一
つ
は
、
沼
地

朝　
　
や
黒
泥
に
近
い
場
所
の
褐
鉄
鉱
、

帥
　
　
も
う

一
つ
は
、
火
山
灰
と
粘
土

欄　
　
層
の
境
に
生
成
さ
れ
る
、
高
師

小
僧
な
ど
の
板
状
の
褐
鉄
鉱
で

す
。
こ
れ
を
電
気
炉
の
温
度
計

で
赤
色
変
化
を
見
る
と
と
も
に
、

騨

走
査
型
電
子
顕
微
鏡
と
エ
ネ
ル

施
ギ
ー
分
散
装
置
、
Ｘ
線
回
析
な

数
ど
で
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

柳
　

そ
の
結
果
、
４００
～
５００
度
で
パ

陶

イ
プ
状
物
質
に
近
い
赤
色
物
質

閉

が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、

沼
地
に
近
い
場
所
の
褐
鉄
鉱
は
、

温
度
上
昇
に
よ
り
有
機
物
が
消

滅
し
て
酸
化
第
二
鉄
に
変
化
し
、

植
物
繊
維

（珪
素
）
が
見
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
板
状
の

褐
鉄
鉱
は
、
粘
土
鉱
物
が
共
存

し
た
酸
化
第
二
鉄
と
な
り
、
パ

イ
プ
状
物
質
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
次
回
は
、
こ
れ
ら
の
用
途
例

の
違
い
を
報
告
し
ま
す
。
　

（上
篠
朝
宏
）
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毎
年
、
五
月
の
運
休
に
行

っ
て
い
る
縄

文
土
器
の
野
焼
き
で
す
が
、
雨
に
崇
ら
れ

て
三
日
の
予
定
が
四
日
に
順
延
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
同
好
者
銘
々
が
競

っ
て
作

り
上
げ
た
土
器
と
と
も
に
、　
一
般
の
方
の

持
ち
込
み
も
あ
り
、
盛
況
で
し
た
。
ま
た

こ
の
上
器
を
、
展
示
ホ
ー
ル
の
脇
に
展
示

し
て
、
出
来
ば
え
を
ご
覧
に
い
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
左
記
の
４
名
に
内
定
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

千
野
　
裕
道

「縄
文
集
落
周
辺
の
植
生

に
関
す
る
研
究
」

福
嶋
　
を不
人

「
１２
世
紀
中
頃
の
陶
磁
器

の
流
通
と
木
器
の
生
産
、
使
用
を
考
え
る
」

松
崎
　
一万
樹

「
『東
大
寺
献
物
帳
』
記

載
の
黒
作
大
刀

・
黒
作
横
刀
に
関
す
る
考

古
学
的
研
究
」

及
川
　
良
彦

「低
地
に
適
応
し
た
居
住

形
態
に
つ
い
て
の
研
究
」

こ
の
五
月

一
日
付
け
で
、
あ
き
る
野
市

の
都
道
秋
多
３

・
４

・
６
号
線
の
建
設
に

伴
う
調
査
が
は
じ
ま
り
、
瀬
戸
岡
分
室
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
小
林
重
義
係
長

（兼

務
）
と
今
井
恵
昭

・
金
持
健
司

。
松
崎
元

樹
副
主
任
調
査
研
究
員
が
従
事
し
ま
す
。

ま
た
、
六
月

一
日
付
け
で
、
多
摩
市
の

都
道
多
摩
３

・
４

・
１９
号
線
の
建
設
に
伴

う
調
査
が
は
じ
ま
り
、
東
寺
方
分
室
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。
上
條
係
長

（兼
務
）
と

鶴
間
正
昭

・
岩
橋
陽

一
・
竹
花
宏
之
副
主

任
調
査
研
究
員
が
従
事
し
ま
す
。

三
月
三
十

一
日
付
け
で
川
鳥
春
夫
所
長

が
勇
退
し
、
そ
の
後
任
と
し
て
、
教
育
庁

総
務
部
企
画
室
予
算
担
当
課
長
鈴
木
雅
久

が
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
都
嘱
託
員
の
古
川
耕

一
が
雇
用

期
間
を
満
了
、
替
わ

っ
て
竹
元
隆
豊
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

平 成 10年 度 広 報 普 及 事 業 の ご案 内

日   時    行 事 名 内    容

5/3(日 )10i00～ 14:00 縄 文土器の野焼き 縄 文土器の焼成の実演 (参観自由)

雑穀の種まき   庭 園でアワ 。キビ・ソバ等を作付け

6/13(土)13i30～ 16:00 学校週 5日制対応 映 画 「越後奥三面」

6/27(土)13:00～ 16:00 学校週 5日制対応 映 画 「越後奥三面 第 2部」

7/4(土 )13:30～ 16:00 第 1回講演会 演 題 「発掘から見た大名屋敷のくらし」

講師 内 野 正 (都埋文センター 副主任調査研究員)

8/1(土 )13:30～ 16:00 第 2回講演会 演 題 「住まいの移りかわリー竪穴住居から掘立柱建物まで」

講師 小 薬一夫 (都埋文センター 副主任調査研究員)

8/20(木)。21(金)   縄 文土器作り教室 詳 細は 「広報東京都」等に掲載の予定。

9/12(土)       定 員30名     応 募者多数の場合は抽選になります。

10/3(土 )13:30～ 16:00 第 3回 講演会 演 題 「氷河時代狩猟民の住まいとくらし」

講師 小 野 昭 (東京都立大学 教 授)

11/7(土)13:30～16:00 第 4回講演会 演 題 「狩猟採集民の季節の住まい」

講師 山 本典幸 (囲学院大学 特 別研究員)

1/23(土)13:30～ 16:00 第 5回講演会 演 題 「古代末期の住まいとくらし―落ナ|1遺跡の調査から」

講師 福 田健司 (東京都教育委員会 学 芸員)

2/13(土)13i30～16:00 第 6回講演会 演 題 「原始古代の木製容器」

講師 飯 塚武司 (都埋文センター 副主任調査研究員)

*講 演会の会場は、東京都埋蔵文化財センター会議室です。

*講 演会 ・映画鑑賞会は、参加費が無料です。

*講 演会への参加は、当日、会場で受付けます。

*遺 跡見学会は、都広報等でお知らせします。

あきる野市の都道の調査

- 4 -


	たまのよこやま43号.PDF

